
園
田
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
鏑
易
水
分
検
定

三
四
六

盟
化
コ

ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
検
定

-伶

".、

海

野

太

郎

フじ

緒

雷

一
般
農
家
並

玄
米
の
乾
燥
度
は
共
品
質
決
定
上
及
び
貯
戴
上
重
要
な
る
要
素
な
る
故
に
、
若
し
之
が
検
定
法
に
簡
易
な
る
方
法
あ
り
て
、

び
に
米
穀
検
査
員
が
容
易
に
玄
米
の
水
分
含
量
を
測
定
し
得
る
た
ら
ば
極
め
て
有
益
な
り
と
云
ふ
ペ
し
・
赤
田
氏
。
は
夙
に
此
賄
に
着
目
さ
・

れ
、
量
林
省
茶
業
試
殿
場
技
師
芝
民

ωが
製
茶
の
水
分
検
定
法
と
し
て

「聾
化
コ
パ
ル
ト
紙
法
」
を
研
究
費
表
さ
れ
し
に
基
き
、
玄
米
の
水

分
検
定
に
此
方
法
の
聴
用
を
試
み
ら
れ
た
る
結
果
賓
用
し
得
べ
き
成
績
を
得
た
り
と
報
告
せ
ら
れ
た
り
。
著
者
も
偶
k

水
分
含
量
を
異
に
す

る
玄
米
あ
り
た
る
に
よ
り
、
盟
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
水
分
検
定
質
験
を
施
行
し
て
そ
の
賓
用
的
効
果
を
試
験
し
た
る
故
設
に
共
結

果
を
報
告
せ
ん
と
す
。

て
盟
他
コ
バ
ル
ト
艇
に
依
忍
玄
米
の
水
分
被
定
の
原
理

捜
化
コ
バ
ル
ト
の
普
通
口
聞
は
六
加
水
盤
暗
赤
色
の
結
晶
〈

n
R
r・
0
3
3

之
を
加
熱
乾
燥
す
る
と
き
は
、

-青
色
の
無
水
盛

に
し
て
、

〈
nonrv
と
た
る
も
、
益
集
中
に
放
置
せ
ば
容
易
に
大
集
中
よ
り
成
分
を
吸
牧

L
て
加
水
盤
乞
生
じ
、
漸
次
赤
色
に
襲
化
す
。
而

L
て
大
気

従
っ
て
費
色
の
程
度
及
び
速
度
を
異
に
す
る
の
特
性
あ
り
。

中
の
水
分
の
多
少
に
よ
り
‘
加
水
の
程
度
及
び
進
度
一
を
巣
に

L



一
方
玄
米
は
之
を
密
封
器
中
に
入
れ
、

・
一
定
時
間
経
過
す
る
と
き
は
、
米
粒
間
際
の
空
気
の
渦
分
と
米
粒
の
水
分
と
は
常
に
平
衡
快
態
に

た
り
て
、
米
粒
の
水
分
合
量
少
た
け

h
ば
、
米
粒
間
際
の
宰
策
、
場
度
は
小
に
し
て
、
米
粒
の
水
分
合
量
多
け
れ
ば
、
米
粒
閣
障
の
空
気
禍
度
は

大
念
る
は
明
に
し
て
、
髭
藤
岡
村
樹
博
士
川
、
は
米
粒
の
水
分
合
量
と
米
粒
間
際
の
宰
衆
議
政
と
の
開
係
を
、
種

種
左
る
温
度
に
於
い
て
調
夜
研
買
さ
れ
、
或
る
温
度
に
於
て
、
米
粒
間
際
の
荏
集
渦
度
を
測
れ
ば
、
議
め
賓
験

し
置
を
た
る
米
の
水
分
合
量
と
米
粒
間
際
の
宰
集
漁
度
と
の
嗣
係
よ
り
、
米
の
水
分
台
量
の
大
要
bz
推
測
し
特

る
と
報
告
せ
ら
れ
を
れ
h
v
。
蟻
化
コ
バ
ル
ト
献
に
依
る
玄
米
の
水
分
検
定
は
前
記
臨
化
コ
バ
ル
ト
の
特
性
を
利

閉
し
て
、
帥
も
普
通
品
聾
化
コ
バ
ル
ト
の
水
裕
被
&
作
品
v
、
之
を
一
定
の
紙
に
一
定
量
吸
敬
ぜ
し
め
、
育
色
と

た
る
ま
で
乾
燥
レ
て
試
融
紙
と
た

t
、
之
一堂
玄
米
一
を
入
れ
た
る
共
栓
付
の
a
確
に
玄
米
と
共
に
入
れ
、

一
定
時
間

置
き
、
米
の
水
分
と
場
内
空
気
の
漁
分
と
が
平
衡
扶
態
に
建
し
た
る
後
、
場
内
空
気
の
漁
分
を
測
定
し
間
接
に

玄
米
の
水
分
合
量
の
大
要
を
推
測
す
る
に
あ
り
。

二
、
費
験
試
料
及
び
賓
験
方
法

て

賓

験

試

料

旭
‘
士
口
…
肺
二
誠
、
道
梅
一
脚
力
の
一
二
口
問
種
の
親
b
E
牧
穫
肱
穀
後
無
乾
燥
の
ま
h
玄
米
と
た
し
た
る
も
の
よ
り
、

一
日
、
二
日
、
一
ユ
日
、
四
日
、
五
日
、
日
照
乾
燥
し
た
る
後
玄
米
と
た
し
た
る
も
の
計
一
八
試
料
を
用
ひ
た
り
。

ホ
ツ

7

7

y
水
分
検
定
器
に
依
り
て
検
定
し
た
る
各
試
料
の
水
分
含
量
は
下
表
の
如
し
。

種
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
機
定

三
四
七

9.7% 

9.7% 

9.8% 

11.2% 

10.9% 

16.4% 

1
15.8% 

琶湖二 貌

建[iI証耐力



国
軍
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
睡
眠
定

三
四
人

二
、
賓

験

方

法

て
聾
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
の
調
製
及
び
貯
離

《
イ
V

試
験
紙
用
紙

1
1芝
、
・
赤
岡
雨
氏
の
報
告
に
擦
れ
ば
、
試
験
用
紙
は
そ
の
紙
質
乾
燥
し
易
ぐ
、
且
吸
漁
性
に
官
み
、
外
気
の
乾
渦

に
封
し
て
鋭
敏
な
る
を
要
し
、
紙
質
椴
密
に
し
て
厚
き
に
過
ぎ
る
も
の
は
差
著
し
く
、
又
南
き
に
過
ぎ
る
も
の
は
光
総
生
通
過
せ
し
む

る
と
と
多
く
し
て
不
遁
賞
た
り
。
而
し
て
化
畢
用
泌
紙
中
硬
質
泌
紙
並
び
に
此
れ
と
類
似
の
目
的
に
使
用
さ
恥
る
描
紙
を
除
け
ば
、

般
に
著
し
き
差
異
た
き
も
、
各
種
の
定
量
用
及
び
定
性
用
施
紙
に
附
き
賓
験
し
た
る
結
果
、
調
逸
カ
1
ル
シ
ユ
ラ
ク
ル
A
W
枇
製
五
九
五

披
紙
最
も
誼
賞
た
り
と
述
べ
ら
れ
た
り
。
著
者
は
賓
験
室
に
あ
り
た
る
東
洋
諸
紙
株
式
台
枇
製
品

Z
。
.
。
網
代
一
一
目
の
槙
準
定
量
分
析

用
語
紙
を
用
ひ
た
り
。

(

ロ

)

試
験
紙
の
調
製

前
記
の
標
準
定
量
分
析
用
泌
紙
を
一
植
平
方
の
大
き
さ
に
裁
断
し
、
浪
度
二

O
d
w、
三

O
%、
四

Oun、
五

o
u
n、
六

O
Mの
普
通
口
問
蟻
化
コ
バ
ル
ト
の
水
溶
液
を
ご
一
角
瓶
中
に
作
り
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
に
て
横
断
し
た
る
鴻
紙
を
一
枚
毎
に
そ
れ
ぞ

れ
の
濃
度
の
水
溶
液
中
に
浸
し
・
磁
製
皿
上
に
一
枚
毎
に
並
べ
、
七

O
吃
の
乾
燥
器
に
入
れ
、
表
裏
共
一
様
に
青
色
と
去
る
ま
で
乾
燥

し
、
二

O
%試
胎
紙
、
一
ニ

o
u
n試
験
紙
、
四

O
M試
験
紙
、
五

O
%試
験
紙
、
六

O
M試
験
紙
と
た
し
た
り
。
而
し
て
、
浪
度
濃
き
試

《

ハ

) 齢
紙
程
吸
牧
蟻
化
コ
バ
ル
ト
量
多
く
し
て
、
車
内
色
の
濃
き
は
云
ふ
ま
で
も
た
し
。

乾
燥
し
た
る
各
試
齢
紙
は
、
橡
め
乾
燥
し
デ
シ
ケ
1
グ

1
中
に
て
冷
却
し
た
る
秤
量
瓶
に
速
か
に
移
し
、
秤

試
験
紙
の
貯
蔵

量
瓶
の
査
を
一
部
聞
け
た
る
ま
L
J
ア
シ
ケ
1
グ

1
中
に
貯
蔵
し
た
り
。

二
、
質
験
容
器
及
び
供
試
米
穀
量



翻
察
に
よ
り
て
試
験
紙
の
墨
色
を
一
定
時
間
置
き
に
記
録
し
た
り
。
而
じ
て
、
記
録
は
挿
入
後
三
分
、
五
分
.

一O
分‘

一
五
分
、
一
ニ

赤
田
氏
は
水
分
検
定
に
使
用
す
る
容
器
の
大
小
並
び
に
供
試
米
量
と
試
験
紙
の
皇
色
と
の
開
係
に
つ
き
、
共
栓
蹟
ロ
瓶
内
容
二
七

O
蝿

の
も
の
、
大
形
柱
欣
秤
量
瓶
内
容
七

O
耗
の
も
の
、
小
形
柱
般
秤
量
瓶
三

O
耗
の
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
玄
米
の
容
積
と
昼
間
と
の
比
を
二

封
て
一
封
一
、

一
封
二
、

一
一
割
六
の
割
合
に
玄
米
を
入
れ
賓
験
し
た
る
結
果
、
容
器
の
犬
小
は
試
験
紙
の
墨
色
に
著
し
き
影
響
た
く
、

且
つ
侠
A

柄
米
量
と
容
揖
の
内
容
と
の
閥
係
も
、
供
試
米
量
が
茜
し
く
少
量
に
あ
ら
ざ
る
限
り
、
試
験
紙
の
墨
色
反
臆
に
影
響
た
く
、
小
形

の
容
器
を
使
用
せ
ば
、
そ
の
内
容
の
三
分
一
以
上
を
浦
し
検
定
を
行
へ
ば
護
支
無
し
と
述
べ
た
り
。

著
者
は
内
容
一
一
一
一
七
・
二
耗
の
共
栓
庚
口
瓶
を
使
用
し
た
る
場
合
と
、
内
容
四
三

O
耗
の
共
栓
庚
口
瓶
を
使
用
し
た
る
場
合
と
二
回
の

賓
殿
堂
行
ひ
た
り
。
而
し
て
供
試
米
量
は
そ
の
容
積
と
昼
間
と
の
比
を
三
封
一
の
割
合
に
・
な
し
た
り
。

一日一、検

定

賓

験

(

イ

》

資

験

内
容
一
三
七
・
二
粍
の
共
栓
庚
口
瓶
に
前
記
割
合
に
玄
米
を
入
れ
、
栓
部
に
ワ
セ

F
ン
を
塗
り
密
着
を
よ
く
し
各
品
種
各
試
料
毎
に
各

試
胎
紙
に
つ
き
検
定
を
行
ひ
た
り
。
そ
の
方
法
は
強
め
ヂ
シ
ケ
1
タ

l
中
の
秤
量
瓶
中
に
貯
離
し
置
き
た
る
試
蹟
紙
一
を
、
貯
離
秤
量
続

の
査
を
な
し
た
る
ま
h
搾
り
出
し
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
に
で
秤
量
規
よ
り
速
か
に
試
験
紙
を
一
枚
宛
検
定
瓶
内
に
挿
入
し
、
極
外
よ
り
肉
眼

O
分
、
六

O
分
に
於
て
行
ひ
、
車
問
、
背
紫
、
紫
育
、
紫
、
紫
赤
、
赤
紫
、
赤
の
七
階
級
の
色
別
を
以
て
現
は
し
た
り
。
共
結
果
ば
第
一

表
及
び
第
一
闘
の
如
し
。

〈

ロ

】

官E

槍

-
圃
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
機
定

三
四
九
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盟
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 ~
予
後

湾
:
R

湾
紫

膏
湾

膏
膏

高
3置

斉
調
E

斉
膏

膏
高

高
官E

膏
:
R

曹量
資

膏
膏

一一
5
 "

 
ヨ
認
脅

青
紫

育
祭

宵
?号

育
祭

宵
青

繁
湾

察
宵

T号
脅

青
禦

育
禦

青
紫

脅
育

宵
。ラ4

10 
"
 

書
官
赤

署長2缶、
察

宵
青

紫
青

宵
繁
彦
、

祭
赤

業
育

察
背

青
脅

書
写
赤

紫
赤

紫
青

青
紫

宵
宵

試
15

 
11 

赤
禦

紫
赤

署員
望
号
背

青
葉

背
赤
ヨ
震

繋
赤

紫
赤

紫
背

育
祭

脅
ヨ E、繁

紫
赤

望患
紫

脅
脅

察
青

験
3
0
 

"
 

赤
w

紫
察

赤
祭

紫
青

青
紫

赤
赤

紫
察

赤
事需

紫
宵

育
費
震

赤
紫

赤
繁

察
赤

繁
事
長
曹

育
費
需

紙

包
"

赤
赤

ヨ
示
繁

紫
赤

望良
紫

脅
赤

赤
赤

紫
繁

赤
繁

紫
脅

赤
赤

赤
紫

業
赤

紫
禁

宵

3
 9

後
膏

繁
膏

.
脅
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育
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脅
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宵
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ヨ
E
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育
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赤
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育
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青
青

繁
察

宵
青

紫
脅

繋
湾

宵
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費
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紫
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ヨ
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繁
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験
却
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赤

赤
業
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ヨ
伝
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望
号
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赤
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書
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青

青
書
誌

赤
紫

赤
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紫
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宵
青

紫
紙
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青
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:
r
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膏
:
r
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:
r
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資
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置
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察
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索
育

祭
育

祭
脅

育
?暗

試
15 

H
 

望
号
赤

禦
背

繁
背

青
紫

育
費
号

育
察

赤
祭

脅
察

育
青

紫
育
費
号

F智
書提

青
紫

紫
背

背
察

青
葉

宵

駿
a
 
11 

赤
紫

禦
赤

繋
赤

察
宵

脅
繁

青
紫

赤
察

祭
赤

紫
赤

豊
臣
膏

育
祭

脅
署
長
~

量産
紫
~

察
赤

湾
当
際

育
紙

印
H

赤
赤

紫
繁

赤
察

繁
宵

宵
繁

赤
2示

繁
聖
誕
泰

要望
紫

宵
育

禦
赤

~
禦

紫
赤

紫
紫

宵
育
費
里

3
分

後
脅

育
宵

脅
宵

宵
育

背
青

育
宵

育
育

脅
脅

宵
宵

宵

五
5
 

青
書
E

宵
紫

宵
青

宵
青

青
察

育
費
堅

"
 

。
青

宵
宵

背
予
号
禦

育
祭

青
干号

脅
湾

ラ4
10 

"
 

資
紫

F時:rc
膏

湾
膏

膏
斉
3配

湾
:
r
c

膏
湾

湾
膏

湾
3首

膏
繁

湾
湾

資
資

試
15 

11 
察

赤
禦
T号

青
紫

脅
紫

宵
青

察
赤

察
宵

青
紫

育
望
書

青
宵

事長
禦

青
育

祭
育

祭
宵

宵

厳
3
)
 

h
 

ヨ
~
察

禦
赤

紫
青

紫
青

葉
青

赤
紫

赤
紫

事電
青

紫
青

紫
脅

赤
察

察
赤

察
脅

繁
青
葉

脅
紙

印
H

赤
繁

赤
紫

望
号
赤

費号
青

紫
脅

察
赤
軍
習

赤
紫

業
赤

重良
予
号
紫

脅
赤

紫
赤

察
望
号
赤

紫
背童書

宵

.
 

3
分

後
宵

育
干壁

育
'J'j 

青
青

背
F雪

宵
脅

脊
脅

予号
背

背
育

宵

六
5
 

育
~

育
脅

背
宵

青
青

紫
宵

宵
育

脅
脅

青
察

育
脊

育
青

青
11 

。ラ4
10 

11 
青
:
r
c

青
紫

湾
青

湾
資

膏
:
r
c

膏
:
r
c

筒

'‘ 
膏

膏
膏

繁
湾

総
湾

湾
膏

湾

試
15 

h
 

紫
繋

青
紫

背
育

育
繁

繁
禁

湾
宵

青
宵

繋
里
震
青

育
費
号

背
脅

背

験
却

"
赤

察
察

赤
紫

青
青

紫
背

宵
赤

禦
察

赤
業

育
青

紫
資

背
望
号
赤

紫
赤

署
長
宵

宵
書
案

背
宵

紙
印

8
赤

業
赤

繁
.繁

紫
青

宵
宵

赤
紫

赤
紫

事長
里
震
宵

育
予号

宏
、
緊

赤
紫

繋
費
号
宵

宵
宵

聞
記

n
・4

え"'"司iH.!~~
怜
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Q
Ii812争~
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軍
化
事
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
織
定

obt 
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度
墨
色
の
記
録
に
誤
り
の
無
き
を
保
し
難
き
故
に
、
誤
り
の
有
無
を
検
す
る
の
必
要
あ
る
を
認
め
、
設
に
同
時
に
賓
験
す
る
鏡
め
試
料

を
品
種
別
と
し
、
水
分
含
量
を
臭
・
に
す
る
六
試
料
を
水
分
台
量
少
se
も
の
主
り
順
次
横
に
並
ペ
置
き
、
可
及
的
速
に
試
験
祇
を
検
定
瓶

『

-
T
賓

験

結

果

の
そ
れ
ぞ
れ
に
挿
入
し
1

六
試
料
に
つ
き
同
時
に
呈
色
を
翻
察
記
録
し
、
貰
験
て
こ
の
結
果
と
比
較
し
た
り
。

第
一
衰
に
見
る
如
く
、
乾
燥
日
数
を
同
じ
く
す
る
試
料
は
、
水
分
合
量
に
於
て
無
乾
燥
試
料
が
旭
二
パ
・
五
%

な
る
に
封
し
.
道
海
榊
カ
は
一
五
・
八
d
m
に
し
て
そ
の
差

0
・
七
%
な
る
も
、
他
は

0
・
四
u
n
以
内
の
差
侃
し
て
大
差
た
き
た
め
、
品
種

吉
榊
二
親
二
パ
・四
d
w

《

一

v

賓

験

(イ
V

品
種
と
聾
化
コ
バ
ル
ト
祇
の
呈
色

聞
に
於
い
て
は
試
験
紙
の
墨
色
に
殆
ん
ど
差
を
認
め
ぎ
り
き
。
従
っ
て
結
果
に
於
い
て
は
、
同
一
水
分
合
量
の
試
料
に
つ
き
、
コ
一
回
反

覆
賓
験
を
行
ひ
た
る
と
同
じ
と
見
倣
し
て
差
支
な
し
と
考
へ
ら
る
L
故
、
敢
へ
て
賓
験
一
を
繰
返
さ
ぎ
り
き
。

〈ロ
V

玄
米
の
水
分
合
量
と
堕
化
コ
バ
ル
ト
紙
の
呈
色

第
一
表
に
よ
り
、
玄
米
の
水
分
合
量
&
各
試
蹟
紙
が
挿
入
後
費
色
す
る
迄
の
時
間
と
の
開
係
を
見
る
に
第
二
表
の
如
し
・

第
二
表
を
説
明
せ
む
に
、
例
へ
ば
玄
米
の
水
分
含
量
が
一
四
・
八
%
l
一
五
・
一
%
な
れ
ば
、
占
ハ

O
M試
験
紙
挿
入
後
五
分
ま
で
は
試
験

続
費
色
せ
守
脊
色
を
呈
レ
℃
を
h
y
、
玄
米
の
水
分
合
量
二
一
一
・
一

.Ml
一
三
・
四
d
列
な
れ
ば
二
o
u
n
l
四
o
d
m
試
験
紙
の
場
合
は
三
分
迄
、

五
O
%
i六
C
M試
蹴
祇
の
場
合
は
一
O
A
H
迄
、
試
験
紙
は
費
色
す
る
と
と
ゑ
く
車
内
色
生
呈
し
て
を
る
を
訴
す
も
の
た
り
。
而
L
W」迄

-
化
=
バ
ル
ト
紙
V
N

依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
機
定

一一一五三



震
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
飢
易
水
分
検
定

れ
以
上
の
時
聞
を
経
過
す
る
と
き
は
、
例
代
ば

玄
米
の
水
分
合
量
一
了
九

M
l
一
二
・
一
一
で
%
の

場
合
、
こ
の

M
l三
O
%
試
験
紙
に
て
五
分
以

上
、
六
O
U
W
試
験
紙
に
℃
一
五
分
以
上
経
過
す

れ
ば
試
験
紙
は
費
色
し
て
青
紫
色
又
は
此
れ
以

上
に
赤
味
を
帯
び
た
る
色
に
費
色
し
来
る
故
に

試
験
紙
の
呈
色
よ
り
し
て
、
逆
に
玄
米
の
水
分

含
量
の
大
要
を
推
測
し
得
る
訟
り
。
今
一
例
を

曲
事
げ
れ
ば
、
水
分
合
量
未
知
の
玄
米
に
つ
き
、

前
述
の
検
定
方
法
に
よ
り
て
水
分
検
定
を
行
ひ

た
る
場
合
、
使
用
撒
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
が
六

第二表

玄米の水分合量と試験紙が挿入後費色ずるまでの時間

一一一五隠

. 

試 験 紙

14.8%-15.1% 5分

20":-40% 3 11 
臼.1%-13.4%

501/-也H 101/ 

201/ -3011 51/ 

11.9%-12.3% 印， 151/ 

加 1/-40" 101/ 

10.9%...lL2% 501/ 151/ 

| 加 4田田e ， 1 6 9.7% -9.8% I 50 1/ I 3D 1/ 

60分後も鑓色せず

o
u
n‘
な
れ
ば
、
試
験
挿
入
後
五
分
に
し
て
未
だ

費
色
せ
守
青
色
を
呈
し
を
れ
ば
、
玄
米
の
水
分
合
量
は
一
四
・
八
必
!
一
五
・
一
%
叉
は
そ
れ
以
下
ゑ
る
を
知
り
得
、
更
に
五
分
経
過
卸

定
し
得
る
の
如
き
な
り
。

ち
試
験
紙
挿
入
後
一
Q
A
?
に
於
て
筒
青
色
を
呈
し
費
色
を
見
ざ
れ
ば
、
玄
米
の
水
分
合
量
は
一
一
一
一
・
一
%
J
一
一
ニ
・
四
%
以
下
な
b
と
判



令
賓
験
に
使
用
せ
し
試
蟻
紙
及
び
玄
米
の
範
囲
に

於
て
、
試
験
紙
の
墨
色
と
玄
米
の
水
分
合
量
と
の
闘

係
を
第
二
表
よ
り
求
む
れ
ば
第
三
衰
の
如
し
・

第
三
義
に
よ
H
V
各
試
験
紙
共
玄
米
の
水
分
検
定
に

使
用
し
得
ら
る
L
も
試
験
紙
挿
入
後
三
分
l
五
分
後

の
試
験
紙
の
色
は
費
化
遮
叫
似
た
る
故
翻
察
に
誤
り
を

生
や
る
恐
あ
る
放
に
試
験
紙
挿
入
後
一

O
分
以
上
経

過
し
た
る
場
合
、
偽
試
験
紙
が
費
盃
せ
守
し
て
青
色

を
呈
せ
る
場
合
を
宙
服
用
す
る
が
可
と
一
首
ふ
ペ
し
・

玄
米
は
之
を
貯
離
ず
る
場
合
、
そ
の
場
所
の
温
度

二
O
唱
た
る
と
き
は
『
四
dn
以
下
、
二
五
吃
な
る
と

第三表

堕化コパルト試験紙の呈色と玄米の水分合量

試駿紙 1同|試脚色|玄釆の水分含
の時間 11の大要，

ル a%I 5分迄|宵色 11M~%-防
3 庁

" 13.1" -13.4 11 

却 11-40" 10 " " 10.9グ-11.211

15 11 曹 9.7 11 -9.811 

回 11-回" 110 11 " 
15 " 11 10.9" -11.211 

回グ

30 " " 9.7 " _9.8" 

も n
" 14.8" -15.1 11 

15 " " 11.911 -l.2.3 " 
回 n

3011 n 10.911 -11.2" 

6011 
" 9.7庁 -9.811

き
は
一
二
%
以
下
、
一
ニ

O
吃
・
な
る
と
き
は
一

O
M以
下
の
水
分
合
量
に
乾
慢
す
る
を
要
す
る
も
の
に
し
て
、
普
通
の
場
合
は
一
三
dw
上
下
を

簡
易
に
検
定
し
得
れ
ば
甚
だ
便
利
な
り
。
第
一
表
に
於
て
、
玄
米
の
水
分
合
量
一
一
ニ
・
一

μ
l
一
三
・
四
%
の
試
料
に
よ
り
試
験
紙
が
挿
入
後

未
だ
鑑
真
色
ぜ
守
し
て
青
色
を
呈
せ
る
時
間
、
及
び
そ
の
時
聞
に
於
け
る
各
試
験
紙
の
基
色
を
太
字
に
て
記
し
て
示
し
置
き
た
り
。

試
験
統
の
墨
色
と
各
試
料
と
の
聞
係
を
固
示
せ
る
も
の
な
り
。

向
、
第
一
園
は
旭
の
各
試
料
に
つ
き
、
そ
の
賢
馳
結
果
を
ば
、
試
験
紙
挿
入
後
の
経
過
時
聞
を
績
に
試
験
紙
の
呈
色
を
縦
に
と
り
で
、
各

型
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
検
定

-一一五五



橿
化
ヨ
メ
ル
b
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
機
定

三
五
六

二
、
賓
験
二
、
及
び
三

(イ
V

資
輸
一

内
容
四
一
二

O
埼
の
北
ハ
栓
蹟
口
一
瓶
を
用
ひ
た
る
場
合
も
‘
共
結
果
は
賓
験
一
に
乱
軍
く
同
様
に
、
な
り
た
り
、
共
結
巣
に
つ
き

て
の
成
績
表
ほ
之
を
略
す
。

〈

回

》

賓
験
三

賓
験
三
の
結
果
も
ニ

ouw、
三

O
M試
験
紙
に
於
之
、
試
験
紙
挿
入
後
三
分
の
回
墨
色
に
て
こ
の
差
を
見
た
る
の
外
、

貸
験
一
の
結
果
に
一
致
し
た
り
。
而
し
て
試
験
紙
挿
入
後
三
分
に
於
る
て
二
の
差
往
生
じ
た
る
は
可
及
的
速
に
試
段
紙
を
挿
入
せ
じ

も
、
品
開
最
-
視
に
挿
入
せ
し
も
の
と
最
後
に
事
へ
せ
し
も
の
と
の
聞
に
は
多
少
の
時
間
あ
る
に
、
最
初
の
挿
入
よ
り
三
分
後
に
於
て
視
察

記
録
レ
た
る
に
よ
る
も
の
1
如
し
・

挿
入
後
五
分
以
後
の
場
合
に
於
い
℃
は
金
〈
同
様
の
結
果
を
得
た
る
故
共
の
成
績
表
は
之
れ
を
絡
す
る
も
、
賓
験
二
及
び
三
は
賓
験
-

の
結
果
に
誤
な
h
v
と
と
を
置
明
す
る
も
の
な
り
。

目
、
堕
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
の
墨
色
£
空
鎮
の
関
係
濃
度

前
述
の
賓
験
結
果
に
よ
h
v
或
る
範
囲
に
於
て
は
由
貿
化
コ
バ
ル
ト
一
試
験
紙
に
依
り
玄
米
の
水
分
含
量
一を
簡
易
に
検
定
し
得
る
主
知
り
た
か
・

然
れ
ど
も
聾
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
の
口
説
色
は
直
接
に
は
玄
米
を
入
恥
た
る
検
定
瓶
内
空
無
の
関
係
漁
皮
b
L
示
せ
る
も
の
に
し
て
、
玄
米
の
水

分
合
量
と
検
定
瓶
内
宰
相
棋
の
開
係
繍
度
と
の
聞
に
平
衡
的
関
係
あ
る
に
依
り
間
接
に
玄
米
の
水
分
合
量
の
大
商
慣
を
措
測
し
縛
る
も
の
た
恥
ば

共
闘
の
閥
係
に
つ
き

τ知
る
を
要
す
る
と
考
へ
た
る
故
、
弐
ぎ
の
賓
験
を
行
ひ
た
り
。

〈

-
v

資

験

ヨ与

法



空気漁度と彊化コバルト紙ゆ呈色

玄米水分台置 (12.6%) (13.0%) (15.3，.) (15.7%) (1邸?の (16.3!l4) (2D.0% 

空気瀬度 64% 鵠ラ4 76~ 79% 82% 84% 87% 

望号宵 費電赤 書官赤 赤紫 赤 ~ 

長 15 紫宵 禦 紫赤 赤軍号 赤紫 赤 赤

斌 30 嫁赤 書震$ 赤軍唱 宏、署員 Z伝 赤 赤
厳紙

60 赤望号 赤察 赤 赤 ヨ伝 赤 赤 . 
10分後 青紫 青紫 集 富里 赤紫 赤 赤。
15 育費電 禦脅 赤紫 銀赤 赤紫 ~ 赤

ラ4
試 30 望良 紫赤 赤紫 赤禦 ヨ伝 赤 赤
紙験

回 ~赤 ?1r-察 赤 赤 麦、 赤 赤

四
1β分後 青禦 宵品実 育事長 育祭 事異赤 赤 赤。
15 育費号 禦T暗 書提背 察 赤紫 赤 赤

ラ4
主主 30 紫宵 集赤 察赤 銭安、 赤 赤 赤
験紙

60 繋 |相 赤費電 赤 赤 赤 赤

五
10分後 背 育 青紫 育禦 署長 赤 赤。
15 奇銀 青虫認 富良育 ~ 祭赤 赤 赤

ラ4
試 30 育費号 禦 察赤 赤望号 赤書案 赤 赤
駿紙

印 集宵 赤紫 赤禦 赤軍費 ヨ伝 赤 赤
j 

-ノi、a 
10分後 宅聖 宵 青黛 青草壁 費電背 i1F 赤。
15 育費号 干号紫 望号 事長 書官赤 赤 赤

ラ4
章式 30 帯型民 書提脊 禦赤 調躍赤 zni串 赤 赤
駿紙

関 禦宵 ~ zni繁 赤紫 調伝 赤 赤

第四表

-
E
化

ロ
バ

aw+紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
検
定

三
五
七

上衰の玄米の水分含置と空気自慢度とは平衝紋態にあ句。備考



量
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
機
定

内
容
二
一
一
七
・
二
埼
の
共
栓
庚
口
視
の
栓
部
に
ワ
セ
p
y
b
L
塗
り
密
着
を
よ
く
し
瓶

内
空
気
の
聞
係
漁
皮
を
共
ぎ
の
襲
品
の
飽
和
溶
液
法
に
よ
り
種
々
な
る
dw
に
調
節
し
た

り
。
而
し
て
栓
部
下
面
よ
り
綜
に
で
小
さ
き
金
網
を
吊
し
、
試
験
紙
を
の
せ
る
如
〈
作

り
た
り
。

向
曲
想
化
ヨ
バ
ル
ト
試
験
紙
及
び
賓
験
の
方
法
は
貰
験
一
に
同
ヒ
。
賓
験
の
結
果
は
第

四
衰
の
如
し
。

下
表
襲
品
の
飽
和
溶
液
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
溶
液
を
入
れ
密
封
し
た
る
容
器
内
の
室

聞
の
閥
係
漁
度
を
一
定
な
ら
し
む
る
も
の
な
り
。
此
れ
を
利
用
し
礎
品
を
過
剰
に
入
れ

沿
く
&
き
は
淑
度
犬
と
な
れ
ば
襲
品
は
溶
解
し
常
に
漁
度
一
定
す
。

三
五
八

|右蜘の飽和液|
薬 品 名 による容器度内空| 

l築の閥係潟

日宵酸ア γ モニヤくNH4No3) 64% 

]a隙重量ナトリウム (NaN咽〉 66% 

硝酸ナトリウム (N.，N03) 76% 

強化ア ν~:. ウムくNI王柑1) 79% 

硫酸デトリウム (NoS叫〉 82% 

奥化カリウム (KBr) 制%

理化カリウム CKo1) ~% 

迫容

同

糊

近
藤
、
岡
村
雨
得
士
は
玄
米
の
水
分
合
量
と
米
粒
間
際
の
聞
係
滋
度
と
の
聞
に
は
次
ぎ
の
如
き
欄
係
あ
り
と
報
告
せ
ち
れ
た
少
。

凶
町
山
亦
司
法
今
時
陣
作
一
降
車
罵
色
蓮
鶏
鎖
国
開
作
色
誼
鶏
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一
日
現
議

δ
富

論

調

設

一

丁

目

一

一
日
富
山

δ
ド

日

一

一

一

医
申
巴
ー
引
二

一
M
g
p
h誠

一

期

日

一

一

一

δ 
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続
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p 
、司
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H
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日
可
同

V
O

日
司

P
印

日、
p
o

い
、司

話

トー・
匹。

~ 

炉-

w 

g 

《一一v 第
五
表
の
二

or-wの
場
合
を
と
り
て
と
れ
を
グ
ラ
フ
に
て
示
せ
ば
第
二
圃
の
如
し
・

包

汁

E-OW臥

宮

E唱。

伊
o 

H
H
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F
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P
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、a
伊。ロき

河
川
F
O

担R 

『
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b 
告Eヨ

匂

第
四
表
に
於
て
玄
米
の
水
分
合
量
を
記
せ
る
は
、
第
二
圃
の
グ
ラ
フ
よ
り
各
聞
係
漁
度
に
封
す
る
玄
米
の
水
分
合
量
を
求
め
た
る
数
字
に

し
て
、
正
確
な
る
も
の
に
あ
ち
ざ
る
も
供
試
闘
係
渦
度
と
玄
米
の
水
分
合
量
と
は
犬
要
表
記
の
如
き
閥
係
あ
り
と
見
た
る
な
り
。
第
四
衰
を

罰

-
W
M伊
ωw帆

調

包

H
P
O
 

見
る
に
、
五
G
u
m
-六
O
M試
験
紙
に
於
て
、
関
係
協
度
六
六
uwの
場
合
試
験
紙
挿
入
後
一

O
分
に
し
て
費
色
を
見
守
青
色
を
呈
し
た
り
。

函

-
W
M
m
g
w帆

ご3
0 

回. 
0 

HPω 

而
し
て
闘
係
漁
度
六
六
dn
に
劃
す
る
玄
米
の
水
分
合
量
は
一
三
・

o
u
w
に
し
て
、
前
述
玄
米
の
水
分
検
定
資
験
の
結
呆
と
一
致
す
。
向
共
の

他
の
場
合
も
大
要
一
致
す
る
そ
認
め
得
る
故
、
聾
化
コ
バ
ル
ト
祇
に
依
る
玄
米
の
水
分
検
定
は
賞
用
し
得
る
と
判
定
し
得
た
り
。

貰

験

結

果

-
密
化
=
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
歯
冊
易
水
分
倹
定

~ 。

三
一
五
九



量
化
2

・
向
必
+
低
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
倹
定

玉
、
考

察

以
上
の
貰
胎
結
果
よ
り
し
て
、
盛
化
コ

バ
ル
ト
試
験
艇
に
依
る
玄
米

の
簡
易
水
分
検
定
は
之
を
賓

m
L得
る
を
知
h
v
得
た
り
。
即
ち
赤
田
氏

の
報
告
せ
ら
る
L
如
〈
、
検
定
瓶
の
犬
小
、
並
び
に
そ
の
内
容
と
玄
米

。
容
量
と
の
割
合
も
巌
密
な
る
を
要
せ
守
、
試
験
紙
の
調
製
貯
蔵
も
比

較
的
簡
易
に

L
て
水
分
槍
定
の
操
作
に
於
い
て
は
極
め
て
簡
単
な
る
故

荷
人
に
も
容
易
に
行
ひ
得
る
も
の
去
り
、
副
ち
任
意
の
玄
米
を
・
小
形
透

明
瓶
に
入
れ
査
の
密
着
を
よ
〈
し
暫
時
置
き
た
る
接
、
盟
化
コ
バ
ル
ト

の
普
通
口
聞
の
水
溶
液
に
化
率
用
諸
紙
を
浸
し
、
此
れ
を
青
色
と
な
る
ま

で
乾
燥
し
た
る
試
験
紙
を
瓶
内
に
挿
入
し
一

C
分
l
式
O
A
V
の
聞
に
於

る
試
験
紙
の
呈
色
を
観
察
す
る
と
と
に
依
り
玄
米
の
水
分
合
量
を
大
要

推
測
し
得
る
な
b
。

而
し
て
、
玄
米
の
水
分
合
量
と
蟻
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
の
湿
度
及
び

揮
入
後
の
費
色
時
間
と
の
闘
係
は
三
賞
験
結
果
、
ご
〉
賓
験
一
、
(
ロ
〉

玄
米
の
水
分
含
量
と
瞳
化
コ
バ
ル
ト
紙
の
墨
色
に
於
い
て
詳
記
し
た
る
如
し
。

玄米の水金含量と米粒間関の関係漁度第二回

一一一六
O

qO也

岬

岬

勾

&
即

6

米

粒

間

際

の

関

係

網

開

度

M
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穴
、
摘

要

て
堕
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
検
定
の
賞
用
性
を
賓
験
し
た
り
。

二
、
検
定
瓶
に
は
内
容
一
三
七
・
二
姥
及
び
四
三
O
耗
の
共
栓
庚
口
瓶
を
用
ひ
試
験
紙
は
二
G
u
m
-
六
O
u
n
の
過
度
の
も
の
に
つ
き
賓
験
し

た
り
。

一
エ
、
供
試
玄
米
は
無
乾
燥
よ
り
一
目
、
二
日
、
一
一
一
日
、
回
目
、
五
目
、
日
照
乾
燥
し
た
る
親
米
を
玄
米
と
な
し
た
る
、
旭
、
官
榊
二
披
、
道

五
O
M
試
験
紙
。
場
合
一
五
分
、
三
O
分
迄
青
色
な
れ
ば
、
玄
米
の
水
分
含
量
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一

0
・
九
M
l
一
了
二
%
、

九
・
七
%
l

海
一
脚
力
の
三
品
種
計
一
ん
試
料
に
し
て
、
そ
の
水
分
含
量
は
九
・
八
%
l
一
六
・
五
%
の
範
囲
な
り
。

四
、
賓
臥
酬
に
於
て
は
一
一
試
料
宛
に
つ
き
別
k

に
行
ひ
た
る
場
合
と
、

一
品
種
毎
に
六
試
料
同
時
に
行
ひ
た
る
場
合
と
を
賓
験
し
た
か
。

五
、
貰
監
の
結
呆
、
盛
化
コ
バ
ル
ト
試
験
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
検
定
は
之
れ
を
賞
用
し
得
る
を
知
り
た
り
。

六
、
聾
化
コ
バ
ル
ト
試
胎
紙
に
よ
り
て
、
玄
米
の
水
分
含
量
を
次
ぎ
の
如
く
検
定
し
得
る
た
り
。

六
O
M
試
験
紙
の
場
合
、
五
分
.

一
五
分
、
三
O
分
‘
六
O
分
、
迄
青
色
な
れ
ば
玄
米
の
水
分
含
量
は
そ
れ
ぞ
れ
一
四
・
八
M
l
一
五
・
一

予4

一一

・九
%
l
一
二
・
一
二
%
、

一
0
・
九
%
l
一
了
二
%
、
九
・
七
%
l
九
・
八
%
。

九
-
A
d
m
.

ニO
%
l
四
o
u
w
試
輸
紙
の
場
合
、
一
二
分
.

一O
分、

一
五
分
後
に
青
色
な
れ
ば
、
玄
米
の
水
分
合
量
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
・
一
%
l
一
三
・

四
u
n
、
↓

0
・
九
d
m
l
一
J

・
二
%
、
九
・
七
d
n
i
九
・
八
%
。

-
化
=
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
氷
分
機
定

一-一六一



，3) 
近
掻
官
同
太
郎

・
岡

村

保

調
関
度
市
出
び
に
米
の
乾
燥
と
米
粒
間
僚
の
潟
穫
と
の
関
係
に
つ
い
て

襲
撃
研
究

第
一
七
省

第
一
八
昌
也

昭
和
六

彊
佑
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
玄
米
の
簡
易
水
分
機
定

三
六
二

二
O
M
l一ニ
O
M試
験
紙
の
場
合
、
五
分
迄
青
色
た
れ
ば
、
玄
米
の
水
分
含
量
は
一
了
九

M
l
一
二
・
三
dw岬

念
り
と
検
定
し
得
る
な
り
。

七
・
検
定
瓶
の
大
小
に
よ
り
で
は
、
試
験
紙
の
墨
色
に
差
異
な
く
、
従
っ
て
盛
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
よ
る
水
分
検
定
に
用
ひ
る
容
器
は
、
四
三

O
向
!
一
三
七
・
二
姥
の
範
囲
に
於
い
て
、
大
小
何
れ
に
で
も
差
支
友

ι。

文

献

m 

芝

時

孝

薗
田
佑
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
製
茶
の
水
分
倹
定
に
関
す
る
研
究

農
商
務
省
茶
業
試
駿
嗣
輔
副
粗
告

第
一
血
管
第
一
一
甥

大
正
一
四
年
一
一
一
周

t勾

赤
田

富
雄

玄
米
の
水
分
簡
易
機
定
法
〈
堕
化
コ
バ
ル
ト
紙
に
依
る
〉

兵
庫
聯
立
展
事
鼠
駿
岩
田
開
告

昭
如
ニ
年
一
一
周

年
七
局
、
昭
和
七
年
三
局

申
込
郵
省
幹
・
罰
由
民
費
に
よ
る
集
続
二
其
=
=

ハ
昭
和
剛
一
六
年
一

O
周
二
四
日

大
原
農
業
研
究
所
定
蔵
研
究
室
)


